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博物館実習における企画展示の実施
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山内　利秋
1：博物館実習における企画の実施
　平成 24 年度の博物館実習のうち、学内で実施される実務実習では、企画展示と展示動物トレーニン
グを実施した。このうち前者について記述する。
　実務実習は実技科目であり、博物館資料を実際に取り扱うものであるが、この事から本科目では企
画展示の計画と開催を主眼としたシラバスを設定した。本学は博物館を有さないため、企画展示その
ものは延岡市民協働まちづくりセンターで実施した。
　講義スケジュールは次の通りである。
博物館実習実施スケジュール
4/10 博物館実習についての事前指導。学内実習と館園実習について。実習先の決定状況・準備動向の
　　  確認。学内実習についての予定・計画。
4/17 企画テーマ ( 仮題：城山動物園 ) について。ワークショップを通じて企画を具体化していく。大   
         まかな工程表を作成する。
4/24 企画テーマについて。内容を企画書としてまとめていく。役割分担を決める。詳細な工程表を作
         成する。
5/8　企画に基づいた準備として、以後 1) 資料収集・調査、2) 広報・会場調整、3) 教育普及といった
         それぞれの準備をはじめるが、1) については基礎的情報を共有するため、当初は全員で実施。
5/15 資料収集・調査の実施。
5/22 同上。
5/29 同上。
6/5   同上。広報・会場調整の開始。会場は延岡市民協働まちづくりセンター 1F ギャラリー ( 多目的
         スペース ) を予定。広報はポスター制作・マスコミ等へのアナウンス・展示アンケート準備
6/12 展示方法の検討と準備・教育普及活動の計画。展示については導線の設計、パネル・キャプショ
         ン・展示解説等の作成。教育普及については目的と対象を絞り込んで計画する。宮崎市フェニッ
        クス自然動物園が協力予定。
6/19 同上。
6/26 同上。
7/3　同上。
7/10 企画展示の実施。企画展示中に教育普及活動を実施。
7/17 同上。
7/24 実施報告会・学内実習事後指導。
2：テーマの設定・展示空間の設定
　企画展示のテーマの設定や展示空間のレイアウト設計について、ブレインストーミング型のワーク
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ショップを取り入れる事で実習生間の認識や思考プロセスを共有可能とし、合意形成をスムーズに実
現化していく事を目指した。実際にこの試みは極めて有効に作用し企画に反映された。まず学生自身、
展示企画に関わった経験がないので、展示を企画するとは一体何をするのかをイメージさせる事から
はじめ、動機付けをはかった。そこで次の設問を順序立てて設定し、これに対しての回答を引き出し
た ( 写真 1)。
「企画展のアイデアをトレーニングしてみる。」
1. もし、心の中に一つの博物館の展示空間をあげるとすれば、
　1) 私は、○○○を想い描く。
　2) その理由は、○○○である。
　1) の回答
　　「ルーブル美術館の展示室」「宮崎フェニックス自然動物園の檻で囲まれた獣舎」「神戸市王子動物
　　園の展示」「海の中道マリンワールドの大きな水槽」「宮崎県立総合博物館の自然史系展示」「マル
　　ク・シャガール展」
　2) の回答
　　「美術館や作品のオーラに圧倒。」「動物が一生を過ごす場で、人がそのために色々工夫出来るから。」
　　「小さい頃からかよってインパクトが強い。パンダやフラミンゴの展示が生でみられた。」「圧倒的
　　な大きさと海を連想。魚をみると癒される。」「地元宮崎の自然。」「TV でみて、昔母と行ったのを
　　思い出した。」
2. 自分の部屋をレイアウトすると仮定して、よいデザインを満たす条件を考えてみる。
　1) 客を招いても大丈夫なように、自分の部屋を美しくするには？
写真 1：トレーニングで出てきたデザインのアイデア
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　2) その一方でよりよく自分らしさを表現するにはどうしたらいいのか？
　3) 機能性・効率性をはかるにはどうしたらいいか？
　1) の回答
　　「花と植物、トイレには香り付け ( 全て造花 )。」「いらないものをすてて、ゴミをそのままにして
　　よい。」「色味を合せる。」「小物の配置をかえる。ポスターを見やすく、( ペットの ) ハムスターは
　　存在感を出してみる。←位置変え」「色の統一。形態の統一。部屋をスッキリ。それぞれの部屋ご
　   とにテイストを変える。照度の調節。」「ブランド (ex: ディズニー ) のキャラグッズだけ置いて、他
       のブランドは収納。」
    2) の回答「ぬいぐるみを四方にちらす ( クマなど )。かべにアニメ ( ワンピース・恋愛シュミレーショ
       ン etc) のキャラを貼る。」「好きな色や小物を置く。ピンク ( 色の ) コーナー。見せたくないところ
      はレースなどでかくす。」「趣味の小物の配置を考え、愛を伝えたい。サプライズも少し。レア物探
      し。」「自分の興味のあるスポーツなどを視界におく。」「展示スペースを決めて、まとめて置く。ジャ
      ケットは壁にかける。来客時には音楽。」
   3) の回答「物をあまり置かない。収納スペースを活用 ( 普段はクマなどを収納 )。」「良く使うものは
      かざりに、使わないものは表から見えないように収納。」「来客の居心地の良いように、色の統一を
     はかる。暖色を取り入れるなど。」「スノーボードを置く場合、収納としてもデザインとしても使う。」
     「ひとつのものに複数の用途を持たせる。」
　次に今回実施する展示テーマを具体的に確定していった。学生が調査対象である地元延岡に対する
知識基盤をあまり有しておらず、また、4 月後半という時期であった事からすぐに連休にかかってし
まいテーマ確定が遅れ、作業時間が限られる恐れがあった。従って学生がテーマの連想を行いやすい
ように支援し、地域社会で実施可能な条件を少しづつ与えていく事でテーマを挙げていった ( 写真 2)。
　その中から可能なものを選択・抽出していったが、かつて大学の所在する宮崎県延岡市内にあった
動物公園 ( 延岡市城山児童遊園、通称「城山動物園」) をテーマとし、タイトルを『動物園があった時
代 ( ころ )』展とした。
　さらにこの城山動物園をテーマと
した時に、展示内容の構成をどのよ
うに進めていくか、アウトリーチを
含めての市民参加の部分をどうして
いくか等をブレインストーミングし
た。
写真 2：展示内容を考える
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　以下、ここで抽出された意見。
　「延岡動物園を記録に残す。」「動物園があったと多くの人に知ってもらいたい。」「人や物のうつりか
　わり？」「延岡市の変化を見る。ふれあいを通じて。」「物資・社会・経済｝戦前と戦後による違い。」
　「ぼけ防止 ( ママ )」「学生に自分たちの通う大学のある延岡のことについて知ってほしい。」「みんな
　の記憶から消えるまえに。」「家族の話題に。→老若男女の交流」「動物園の運営 ( 維持 ) の大変さ？」
　「外 ( 自然・森 ) に目を向けてもらう。」「むかばき山 ( 市内にある行縢山 ) とか、ニホンカモシカがいる。」
　「延岡市民の交流の場。」「教育・普及⇒地域のことを学べる！何か１つだけでも覚えて帰ってもらえ
　るようなインパクト。」「延岡動物園について知りたい。」「延岡にもう一度動物園を！」「動物園のあ
　り方について知る。→昔は脈絡 ( 註：< 存在意義 > の意味 ) について何も考えないが、今はちゃんと
　考えている。」
3：資料調査・広報活動の展開
　資料調査については、当時の文書類は動物園を運営していた地元自治体でもすでに殆ど廃棄されて
しまっている状況であり、また現状では動物園が開設された昭和 20 年代半ば～ 30 年頃の市議会議事
録が公開されていない事もあって、現在は廃刊となっている地元新聞紙『延岡新聞』を昭和 20 ～ 40
年代を中心に丹念に確認していった。この新聞記事から城山動物園に関する情報を収集するとともに、
地域社会の同時代史の理解につとめていった。
　さらに自治体の当時の動物園担当者からも聞き取りを行い、運営状況から廃園までの様子を明らか
にした。状況把握が難しかったものの、限られた調査期間の中でも忘れられていた様々なトピックが
明らかとなった。
　また、原資料があまり現存していない事もあり、地元新聞紙等のマスメディアを使って市民に動物
園で撮影した写真の提供を呼びかけた。この際市民にとっての「動物園の思い出」が世代間の紐帯と
して極めて重要な意味を有している事を実習生達が理解し、その後の展示内容にも反映させていった。
学校等のように長期間同じ場所に存続し、世代を越えて地域住民と関わってきた施設は地域コミュニ
ティの紐帯としても機能するが、同様
の事象は動物園にも当てはまる。動物
園は親と子をつないできた場であった。
　資料調査の当初段階には、実習に参
加した全ての学生を関与させる事で、
基本的な知識の共有をはかった。そし
てある段階になってから、担当毎の作
業に移行した。作業担当は展示・教育
普及・広報である。
　学生主体で企画展示を実施した際に、
あまり手が回らない活動として広報担
当がある。学内実習では通常、集客に
対する意識がどうしても薄くなり勝ち
写真 3：新聞記者と打ち合わせる実習生
( 延岡市民協働まちづくりセンターにて )
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なのでその役割を理解しにくいのだが、多くの市民に対して企画内容についての理解と同意を求め、
集客－参加にもつなげる活動として専門の担当者を割り当てた。学生はマスコミや関係機関・市民活
動団体・幼稚園や小学校・高齢者福祉施設といった所に出向き、異なった対象者にそれぞれ説明をし
ていく事の重要性を理解した。また広報活動は、企画それぞれの担当の進行にあわせて、どのような
内容について展示を行うのかを確認しながら外部へ説明していくという作業を行った ( 写真 3)。
4：展示について
　展示は主に市民から提供を受けた写真パネルと昭和 20 ～ 40 年代を主体とした地元新聞記事、関係
者インタビューの映像、さらに自治体の測量による平面図から興した 1/500 スケールで復元した動物
園のジオラマを活用した。
　写真については広報活動によって地
元新聞・テレビ・コミュニティ FM 等
で呼びかけ、さらに教員の研究活動で
の調査協力者等に依頼した所、複数人
からの申し出がありこれらからピック
アップして活用した。写真資料を貸借
するに際して所有者が記憶している
様々なエピソードを聞き、さらにそれ
を展示にテキスト情報として反映させ
る事で動物園に対する様々なイメージ、
特に懐かしさや想い出といった記憶を
来場者が喚起する事となった ( 写真 4)。
　また、主に鉄道模型用素材を流用して制作したジオラマについては、これを観た来場者の記憶をさ
らに強く引き出すのに重要な役割を果たした ( 写真 5)。当然の事ながら制作者である学生は往時を写
真でしか知らず、ディティールを想像で再現するのみではあったが、来場者からの評価が著しく高かっ
た事が幸いした。
　これらの展示は中高年以上、特に高齢者からの支持が高かった。特に市内複数個所のデイ・サービ
スからは 80・90 歳代といった後期高齢
者からの要望が高く、開催 9 日間のう
ち繰り返し引率して来ている。その際
興味深かったのは、通常、高齢者福祉
施設の場合、利用者と職員との間では
「記憶の喚起」に関わる作業が行われて
いるにも関わらず、共通の話題を見出
す事が難しいとされているが、地域コ
ミュニティに存在した動物園の記憶は、
親世代と子世代にあたる高齢者と利用
者との間で共通のコミュニティの記憶
写真 4：展示用パネルを制作する
写真 5：ジオラマ制作中
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多くの思い出を城山動物園に関する情報収集の機会と捉え、そうした情報をより多くの見学者にも観
て共有してもらう事をイメージし、展示期間中に「思い出ノート」を準備した。ここにも多くの記述
が行われたが、実習生はこうした高齢者から得た情報を、展示解説にも活用していった ( 写真 7)。
を提供し、コミュニケーションが活性
化する切っ掛けとして重要な役割を果
たしていた ( 写真 6)。
　さらに、展示企画中に来場者が城山
動物園の想い出を記述する仕掛けを作
成した。これはかつて城山動物園の
あった現在の城山 ( 延岡城跡 ) の平面
図を拡大しておき、正方形の付箋紙に
当時のトピックを記載して貼り付けて
もらうものである。これには一定の記
述があった。特に高齢者の書き込みが
目立つ。90 歳女性の記述には胸を打
つものがあった。実習生達は市民から
5：アウトリーチプログラムについて
　「動物園の記憶」というテーマはどちらかというと身体的な記憶にある過去の歴史を扱うテーマで
あって、動物をまずシンボルとして認識し、さらに動物それぞれの違いを知る事で種の多様性を学習
していくというプロセスを経る本来の動物園に多い幼児・少年期の来園者層には若干難しい内容でも
ある。しかしながら、異なった年齢層間でのコミュニケーションを１つの目的としている事から、こ
うしたテーマにおいても同層が会場に来る事を考慮した。
　今回の展示企画では、動物園をテーマにしながら、オリジナルの資料の出展がない。従って、動物
そのものを観せる事で種の相対的な差異を認識させるという一般の動物園での展示方法と同様の効果
を得る必要があった。
写真 6：展示を観る高齢者と福祉施設職員
写真 7：思い出を記述する仕掛け
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　そこで、宮崎市フェニックス自然動
物園の協力を得て、エデュケーション
用プログラムで活用する、ダチョウの
卵と顎部が稼動する動物頭部骨格シル
エットを造形した模型を使い、さらに
学生自身が各地の動物園で撮影した動
物の写真を採り上げながら、様々な動
物の咀嚼方法の違いや、種の保存を理
解させるプログラムを設置した ( 写真
8)。ダチョウの卵は壁面に寄せた状態
で床に設置し、箱の中に置いた状態に
したが、これは落下を防止するためで
ある。壁面にはめくり式の簡単なクイ
ズを作成し、見学者が卵に触れる事を
促している。頭部模型は顎部が稼動す
るようになっており、壁面に張った動
物の写真と比較しながら様々な動物の
咀嚼方法の違いが理解出来るようにし
た。子供中心のプログラムとして作成
したものであるが、大人にも好評であっ
た。
　また、当時の自治体の動物園担当者
の方に動物飼育の様子を話して頂き、
それについてフェニックス自然動物園
館長である出口智久氏から、宮崎県に
おける動物園の成立についてレクチャーを頂いた。
　
6：企画実施後の点検・評価
　企画実施後について、参加学生による点検・評価を実施した。そこで出てきた意見は次の通りである。
1) 企画立案のプロセス
　・多様な意見の表出
　　「人数が少ないので 1 人 1 人の意見がたくさんだせたこと」・「みんながいろいろと意見を出して
　　決めたからよかった。」・「話し合いの中で、参加しなかった人が誰もいなかったこと。」・「企画に
　　ついてのみんなの考えを出す事が出来たから良かった。」・「企画に分からない事があったので、バ
　　ラエティーにとんだ意見が出たのがよかった。」・「アイディアが採用されるされない関わらず ( マ
　　マ )、全員で考える事柄については、全員の意見を聞くことができた。」
　・展示配置の問題
　　「展示会場で配置とか決めたかったなあと ...」・「まちづくりセンター入った正面の壁にライオンの
写真 8：ダチョウの卵 ( 上 ) と顎部模型 ( 下 )
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の間にか ( 少しだけ ) 変わっていたり、なくなってしまっていたりがあった。」
2) 役割分担・作業分担
　・反省
　　「他の人の仕事に手を出してしまった。悪かった。」・「仕事を先生に助けてもらった事があった。」・
　　「ポスター作成などの、自分のできなかった仕事があった。」・「インタビューなど、協力してくれ
　　た人への御案内ができなかった。」
　・作業内容の理解の不十分
　　「きっちり分担されすぎていて、「いざ展示会」という時になって、他の人が何をやっていたのか
　　がわかる、という状況は、説明をするという点では問題になるのではないかと感じた。」・「適切だっ
　　たが、手の空いた人が他の人達を手伝えるようにしてほしかった。」・「他の役割をもつ人が、どん
　　な内容のパネルや仕事をしているのか、理解できていなかった。」・「人数の問題もあると思うが、
　　学生のみで全ての作業 ( ポスター作成とか ) をすることができなかった。」・「広報作業 ( あいさつ
　　まわり ) とかは、一人だけでは、大変だと思った。」・「作業をわけられて作業を始めた際、お互い
　　のやっている作業をわかっていなかった。」・「役割分担はそれぞれ適切だったと思う。滞りなく進
　　んでいたように感じた。」・「役割がきっちり決まりすぎている気がした。」
　・時間配分の問題
　　「展示資料ができたのが結構ギリギリだった。」
　・作業への達成感
　　「自分以外の人は自分の仕事だけしっかりとできてて良かったと思った。」・「自分の仕事は、十分
　　とはいえないが、納得がいくことができた。」・「分担はうまくいっていたと思います。」
3) 展示内容について
　・白地図・ジオラマの評価
　　写真があってよかったと思いま
した。」・「企画立案のプロセスで部屋
の配置を決める際、みんなで　　議
論した結果 2 つの意見があわさって
良かった。」・「やっぱり導線がないと
左回りする人がいた。」
　・企画目的の理解
　　「はじめのうちは、何をしていい
か ( 何をどうすすめるべきか ) わから
ず、上手く意見が出し合えていなかっ
たと思う。」・「企画の目的を考えるの
がむずかしかった。」
　・情報の共有の問題
　　「全体で決まった？事柄が、いつ
写真 9：企画実施後の点検・評価
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　　「ジオラマはよかった。」・「白地図のさる山のところにさる山のジオラマを置くということになっ
　　たはずなのに、いつのまにかかわっていた。」・「ジオラマ、ほめられてうれしかったです。」・「白
　　地図は二ノ丸だけで良かったと思った。展示で ( 実際に ) 出して思った。」・「ジオラマはもっと大
　　きい物だと思っていた。」・「ジオラマの存在はいい記憶の呼びさましになっててよかった。」・「ジ
　　オラマの桜がもう少しあったら華やかだった。」
　・写真展示の評価
　　「ライオンの写真が大きく目をひくのは良かったと思った。」
　・写真展示についての問題点
　　「やはり写真が少ないと思った。来場者も写真を望んでいた。」・「写真をもっと多くしたらよかっ
　　た。」・「写真が少なかった。お客さんは写真の方をみて思い出をかたっている方が多い。指摘を受
　　けた。」・「まあまあ ( 展示内容 )。「思い出」を共有するという点では、写真の存在は大きく、写真
　　をもっと多く資料として使用できればよかった。」・「次は写真が多くあった方がいい。」・「写真を
　　パネルにはるだけでなく、集まった写真をスキャニングしたりして、城山アルバムをつくってめ
　　くってもらっても面白かったと思う。」
　・文字解説等についての問題
　　「キャプションの文字が小さいと思った。文字数多い？」・「大幅に変更した点についての全体的説
　　明がなく、共通の解説キャプションや認識をつくるのにとまどいがあった。」・「少し無駄が多かっ
　　た。」
　・全体の反省
　　「３ヶ月という ( 準備 ) 期間 短すぎる。」・「取りかかりを早く。」・「作業をもう少し早く始めたら良
　　かったと思った。」「４年の前期に大きな企画展をするのはむずかしいと思う。精神状態的にも一
　　杯一杯。」
4) 来場者への対応
　・来場者からの評価
　　「地元の老人へのきき込みとかはとてもいい企画。」・「ジオラマ。写真をとってもらえた。」・「なつ
　　かしいと言ってもらえた。」・「解説に喜んでくれていた。」・「来場者が思っていたより来てくれて
　　よかった。」
　・学生の対応
　　「最初は話しかけづらかったけど、後の方で話せるようになった。でも、幼児は無理でした。」・「幼
　　児への対応をもう少し前もって考えていた方がよかった。」・「積極性があまりなかった。」・「高齢
　　者や、障害をもつ方への対応で不慣れな点があった。」
　・学生の課題
　　「( 動物園が ) 何故なくなったのか、いつなくなったのか、何故できたのか、e.t.c... 明確な理由をしっ
　　かり書いてほしいという意見があり、説明できない点もあった。」・「シフトを作ったが、人がいな
　　くて、展示を見に来られた人への説明ができなかった。」・「来場者の説明を統一するのがむずかし
　　かった。」・「お客さんがキャプションを読んでいる時や 2 人で話している時は、話しかけない方が
　　良いと感じた。」・「いつ声かければいいかわからなかった ( じっくりみたい人と、話しながらみた
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　　い人の区別 )。」・「来場したいという人からの電話が、まちセンにかかっていたため、改善する必
　　要があると思った。」・「つきっきりで説明するのをうざがられないか心配があった。」・「じっくり
　　1 人で見たい人と解説を望む人とを考えるのは難しい。」
　・獲得したこと
　　「「高齢者の方から聞いた話を、30 ～ 40 代に伝える。( その逆もある )」ということができた点で
　　は展示会の目的が果たせる対応の仕方だったと思う。」・「資料として学んだ情報を提供するだけで
　　なく、来場者のかたからも情報をもらって人に伝えるということで、学びながら、対応を上手く
　　できるようになっていった。」・「あいさつや、礼儀はしっかりと出来ていたと思う。みんなバイト
　　とかでだいたい分かっていたのがよかった。」
7：結語
　学芸員実習生に博物館の展示をつくる側に立って考える視点を与える事で、企画の意図をより明確
に理解し、知識をさらに広く人々に伝えていく役割と能力を身に付けていくという狙いが、意図とし
て大きい。そしてさらに博物館が必要とされる現代的なニーズ、将来学芸員が担うべき課題にも向き
合うべき力を僅かでも身に付けていける事を目的として考えている。今回の実施で課題となる点がい
くつか確認されたが、次年度に生かしていきたい。
企画展会場での実習生
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城山動物園ジオラマは、来場者の思い出を語る重要な素材となっていた。
関係者インタビューの映像展示
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